
 

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
緊
急
支
援
事
業
の
復
活
及
び
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書 

 

 

本
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
り
、か
つ
て
な
い
壊
滅
的
な
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
区
民
、国
民
全
て
が
、

改
め
て
大
地
震
へ
の
万
全
な
備
え
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

東
京
に
お
い
て
も
、
首
都
直
下
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
や
建
築
物
が
集
積
し
、
政
治
・
経
済
の
中
枢
と
し
て
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
首
都
東
京
に
お
い
て
、
ひ
と
た
び
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
甚
大
で
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

都
心
区
で
あ
る
本
区
は
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
高
密
度
の
市
街
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
の
木
造
住
宅
も
多
く
立
地
し
て
お
り
、
大
地

震
か
ら
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
中
央
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く

要
請
し
ま
す
。 

 

一 

平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
限
り
の
措
置
と
し
た
当
該
事
業
を
復
活
す
る
こ
と
。 

二 

既
に
補
助
制
度
を
整
備
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
活
用
で
き
る
よ
う
な
制
度
と
す
る
こ
と
。 

三 

震
災
時
の
避
難
や
救
援
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
等
の
耐
震
化
助
成
に
つ
い
て
、
補
助
割
合
を
引
き
上
げ
る

な
ど
、
財
政
支
援
策
を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
央
区
議
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日 
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